

調査ご協力のお願い
皆様には、本市の人権行政にご理解とご協力をいただき、心から感謝申し上げます。

本市では、日頃から基本的人権を守り、差別のない明るいまちづくりをめざして努力しておりますが、このたび人権問題に関するアンケートを行い、これらの施策を検討するための資料を得たいと考えています。

この調査は、市内にお住まいの18歳以上の方々の中から無作為に選ばせていただいた２０００名を対象に行います。

調査票でおたずねしたことは、今回の目的以外に使用することはありません。また、回答内容は統計的に処理しますので、個人が特定されたり個人の情報が漏れたりすることもありません。調査結果は、市のホームページ等において公表させていただきます。
お忙しい中お手数をおかけいたしますが、このアンケート調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようよろしくお願いいたします。

令和２年●月
大東市長　東坂　浩一


この調査票について不明な点がございましたら、下記へお問い合わせください。


１．人権に関する考え方をおうかがいします。

問１　人権について、いろいろな考え方がありますが、あなたはどう思われますか。それぞれについてあなたの考えに最も近いものに○を付けてください。
（それぞれあてはまる番号１つに○）

	
	そうと思う
	どちらかといえばそう思う
	どちらとも言えない
	あまりそう思わない
	そう思わない

	（例）１．権利ばかり主張して、がまんすることのできない者が増えている
	1
	2
	3
	4
	５

	１．権利ばかり主張して、がまんすることのできない者が増えている
	1
	2
	3
	4
	５

	２．人権問題とは、差別する人や差別される人たちだけの問題であって、自分には関係がない
	1
	2
	3
	4
	５

	３．人権問題は、一人ひとりが優しさや思いやりさえあれば解決する
	1
	2
	3
	4
	５

	４．人権問題を解決する責任は、まず行政にある
	1
	2
	3
	4
	５

	５．一人ひとりが持っている能力には違いがあるのだから、差別が生じるのは仕方がない
	1
	2
	3
	4
	５

	６．差別をなくすには、差別を禁止する法律が必要である
	1
	2
	3
	4
	５

	７．社会的弱者が優遇されることは、それ以外の人に対しての差別だと思う
	1
	2
	3
	4
	５

	８．個人の権利より、まずは社会全体の利益や権利が優先されるべきである
	1
	2
	3
	4
	５


２．自分自身に関する事についておうかがいします。

問２　あなたは、この５年間に、自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか。
（○は１つだけ）

１．あると思う

２．ないと思う


３．分からない

問２で「１．あると思う」と答えた方におうかがいします。
問２－（１）それはどのような内容でしたか。（複数ある場合は最も傷ついたもの１つに○）

１．身に覚えのない噂をされたり、陰口・悪口を言われた
２．不平等な扱いを受けた（公的機関や企業・団体等からの）
３．パワーハラスメントを受けた（上司からの嫌がらせ等）
４．プライバシーを侵害された
５．セクシュアル・ハラスメントを受けた
６．暴力や虐待を受けた
７．名誉や信用を傷つけられた
８．職場、学校、地域等でいじめ・嫌がらせ・仲間はずれをされた
９．マタニティ・ハラスメントを受けた

10．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問２－（２）傷つけられたときあなたはどうしましたか（あてはまる番号すべてに○）

１．相手に直接抗議した

２．何もしなかった

３．友人、同僚、上司、学校の先生に相談した
４．家族、親類に相談した

５．警察に相談した
６．弁護士に相談した

７．法務局・人権擁護委員に相談した
８．市役所に相談した

９．民間団体などに相談した
10．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問３　あなたは今までに、他人の人権を侵害したことがあると思いますか。
（○は１つだけ）
１．あると思う

２．ないと思う


３．分からない
問４　あなたの身近な人のなかに次のような方はいますか。（○はそれぞれ１つずつ）

	
	自分自身が
そうである
	家族や親族
にいる
	親しい友人
にいる
	知人にいる
	いない、
わからない

	１．障害のある人

	1
	2
	3
	４
	５

	２．外国人
	1
	2
	3
	４
	５

	３．性的マイノリティ
	1
	2
	3
	４
	５

	４．被差別部落の人
	1
	2
	３
	４
	５


３．子どもの人権についておうかがいします。

問５　あなたは次のような子どもの人権に関することについてどう思いますか。
（それぞれあてはまる番号１つに○）

	
	そう思う
	どちらかと言えばそう思う
	どちらとも言えない
	どちらかと言えばそう思わない
	そう思わない

	１．体罰もときにはしつけとして必要である
	1
	2
	3
	４
	５

	２．不登校は本人が努力すれば克服できる問題である
	1
	2
	3
	４
	５

	３．「いじめ」はいじめられる方にも問題がある
	1
	2
	３
	４
	５

	４．校則を決めるのに子どもの意見は必要ない
	1
	2
	3
	４
	５

	５．子どもには意見を主張する権利はない
	1
	2
	3
	４
	５

	６．収入の低い世帯の子どもが大学に進学できないのはやむを得ない
	1
	2
	３
	４
	５

	７．児童擁護施設に入所している子どもが大学に進学できないのはやむを得ない
	1
	2
	3
	４
	５


４．外国人の人権についておうかがいします。

問６　あなたは次のような在日外国人に関する状況についてどう思いますか。
（それぞれあてはまるもの番号１つに○）
	
	差別だと思う
	差別かもしれないが仕方のないことだと思う
	差別ではないし当然のことだと思う

	１．家や部屋を貸すのを拒否される
	1
	2
	3

	２．就職活動や就労条件で不利な扱いをされる
	1
	2
	3

	３．年金や医療保健制度など、社会保障で不利な扱いを受ける
	1
	2
	3

	４．選挙権がない
	1
	2
	3

	５．日本のしきたりや慣習に無理に従わせる
	1
	2
	3

	６．ヘイトスピーチ※をされる
	1
	2
	3


※ヘイトスピーチ
特定の人種、民族、宗教、出身国に基づいて、個人や集団に対し攻撃、脅迫、侮辱する発言や言動のこと
問７　あなたが外国で生活していくことになった時、次のような行為をされたらどう思いますか。（それぞれあてはまるもの番号１つに○）
	
	差別だと思う
	差別かもしれないが仕方のないことだと思う
	差別ではないし当然のことだと思う

	１．家や部屋を貸すのを拒否される
	1
	2
	3

	２．就職活動や就労条件で不利な扱いを受ける
	1
	2
	3

	３．年金や医療保健制度など、社会保障で不利な扱いを受ける
	1
	2
	3

	４．選挙権がない
	1
	2
	3

	５．その国のしきたりや慣習に無理に従わされる
	1
	2
	3

	６．ヘイトスピーチをされる
	1
	2
	3



５．部落差別等の同和問題についておうかがいします。

問８　あなたはこの５年間に同和問題に関して次のような発言を誰かから直接聞いたことがありますか。そしてそのとき、あなたはどのように思いましたか。


	誰から聞きましたか

（特に印象に残ったもの1つにそれぞれ○）
	家族
	親戚
	近所の人
	友人
	職場の人
	知らない人
	その他
	聞いたことがない

	１．同和地区の人（子ども）とは付き合ってはいけない
	1
	2
	3
	４
	５
	６
	７
	８

	２．同和地区の人とは結婚してはいけない
	1
	2
	3
	４
	５
	６
	７
	８

	３．同和地区の人はこわい
	1
	2
	3
	４
	５
	６
	７
	８

	４．同和地区の人は無理難題を言う
	1
	2
	3
	４
	５
	６
	７
	８

	５．同和地区は治安が悪い
	1
	2
	3
	４
	５
	６
	７
	８

	６．住宅を購入する際、同和地区内の物件は避けた方がよい
	1
	2
	3
	４
	５
	６
	７
	８

	７．同和地区の人にだけ特別な施策を行うのは不公平だ
	1
	2
	3
	４
	５
	６
	７
	８


	それを聞いたとき、どう感じましたか。
またどうしましたか。
（それぞれ1つに○）
	その通りだと
思った
	そういう見方もあるのかと思った
	反発・疑問を感じたが、相手に何も言わなかった
	反発・疑問を感じ、相手にその気持ちを伝えた
	特に何も
思わなかった

	１．同和地区の人（子ども）とは付き合ってはいけない
	1
	2
	3
	４
	５

	２．同和地区の人とは結婚してはいけない
	1
	2
	3
	４
	５

	３．同和地区の人はこわい
	1
	2
	3
	４
	５

	４．同和地区の人は無理難題を言う
	1
	2
	3
	４
	５

	５．同和地区は治安が悪い
	1
	2
	3
	４
	５

	６．住宅を購入する際、同和地区内の物件は避けた方がよい
	1
	2
	3
	４
	５

	７．同和地区の人にだけ特別な施策を行うのは不公平だ
	1
	2
	3
	４
	５


問９　大東市では、小学校・中学校で人権教育の一環として部落問題学習（同和教育）を行っていますが、あなたはどのようにお考えですか。（○は１つだけ）
１．ぜひともやるべきだと思う

２．やるべきだと思うが、現在の進め方には問題があると思う

３．必要とは思わない

４．むしろやらない方がよいと思う

５．よく知らないから、わからない
６．障害者の人権についておうかがいします。

問10　次のような障害のある人に関する状況や考えについてどう思いますか。
（それぞれあてはまる番号１つに○）

	
	そう思う
	どちらかと言えばそう思う
	どちらとも言えない
	どちらかと言えばそう思わない
	そう思わない

	１．企業において利益追求を優先することにより、法定雇用率※が達成できないのはやむを得ない
	1
	2
	3
	４
	５

	２．障害を理由に家や部屋を借りる時に拒否されるのはやむを得ない
	1
	2
	3
	４
	５

	３．障害者は自分の行動について、自分で選択や決定をする機会が制限されることがあってもやむを得ない
	1
	2
	３
	４
	５

	４．災害時などの緊急時には、障害者の為の対応ができなくてもやむを得ない
	1
	2
	3
	４
	５

	５．家族の誰かが障害をもつ人と結婚してほしくはない
	1
	2
	3
	４
	５

	６．出生前診断で障害をもっていることがわかったとき、産まないという選択をするのはやむを得ない
	1
	2
	３
	４
	５

	７．障害者は育児を十分にできるかわからないので、産まない方がよい
	1
	2
	3
	４
	５

	８．障害者に対し十分な合理的配慮※を行うべきではあるが、費用や負担もかかるので、全てを行う必要はない
	1
	2
	3
	４
	５


※合理的配慮
障害者一人ひとりが社会活動に参加したり、能力を最大限に発揮したりするために、環境の整備等、必要に応じた配慮を行うことをいいます
※法定雇用率
一定数以上の労働者を雇用している企業や地方公共団体を対象に常用労働者のうち「障害者」をどれくらいの割合で雇う必要があるかを定めた基準のことをいいます
７．高齢者の人権についておうかがいします。

問11　高齢者に対する次の考え方について、あなたはどう思われますか。
（それぞれ１つに○）

	
	そう思う
	どちらかといえばそう思う
	どちらともいえない
	どちらかといえばそう思わない
	そう思わない

	１．道路や公共交通機関、建物のバリアフリーが進んでいないのは、高齢者への配慮としても欠いている
	1
	２
	３
	４
	５

	２．認知症のために、家庭や施設における行動を制限されるのはやむを得ない
	1
	２
	３
	４
	５

	３．日常生活に必要な情報を、高齢者にわかりやすく伝えるために、特別な配慮までは必要ない
	1
	２
	３
	４
	５

	４．若者の就労機会の確保も十分でないので、高齢者の就労機会が確保されなくてもやむを得ない
	1
	２
	３
	４
	５

	５．高齢を理由に家や部屋を借りるのを拒否されるのは、やむを得ない
	1
	２
	３
	４
	５


８．性的マイノリティについておうかがいします。

問12　性的マイノリティ※に関する次のような意見や考え方について、あなたはどう思われますか。（それぞれ１つに○）
	
	そう思う
	どちらかといえばそう思う
	どちらともいえない
	どちらかといえばそう思わない
	そう思わない

	１．外見は女性でも、心は男性であると自認している中学生が男子生徒の制服着用を望む場合は本人の意思を尊重すべきである
	1
	２
	３
	４
	５

	２．外見は男性でも、心は女性であると自認している中学生が女子生徒の制服着用を望む場合は本人の意思を尊重すべきである
	1
	２
	３
	４
	５

	３．男性が男性に恋愛感情をいだくのはおかしい
	1
	２
	３
	４
	５

	４．女性が女性に恋愛感情をいだくのはおかしい
	1
	２
	３
	４
	５

	５．男女両方に恋愛感情をいだくのはおかしい
	1
	２
	３
	４
	５

	６．男性同性愛者には女性的な人が多い
	1
	２
	３
	４
	５

	７．女性同性愛者には男性的な人が多い
	1
	２
	３
	４
	５

	８．性同一性障害のために性別変更を望む人は、同性愛者である
	1
	２
	３
	４
	５


※性的マイノリティ
自分の性別をどのように認識しているかという性自認や、自分の性的感情や性的欲望がどの性に向くのかという性的指向などの性のありようが社会の多数派とは異なる人たちのことをいいます。具体的には同性愛者、両性愛者、体の性と性自認が一致しないトランスジェンダーなどさまざまな人たちがいます
９．女性の人権についておうかがいします。

問13　女性に関する次のような考え方について、あなたはどう思われますか。
（それぞれ１つに○）

	
	そう思う
	どちらかといえばそう思う
	どちらともいえない
	どちらかといえばそう思わない
	そう思わない

	１．結婚したら、妻は夫の姓を名乗るほうがよい
	1
	２
	３
	４
	５

	２．女性は家庭より仕事に専念するほうがよい
	1
	２
	３
	４
	５

	３．女性の方が男性より育児や介護に向いている
	1
	２
	３
	４
	５

	４．女性と男性で役割に差があるのは差別ではなく区別である
	1
	２
	３
	４
	５

	５．政治の世界は男性のほうが向いているから、女性は政治に参画しないほうがよい
	1
	２
	３
	４
	５

	６．女性は早く結婚し子どもを産むほうがよい
	1
	２
	３
	４
	５

	７．子どもが３歳になるまでは母親は育児に専念すべきだ
	1
	２
	３
	４
	５


10．インターネット上の人権についておうかがいします。

問14　あなたは日常生活でインターネットを使っていますか。（○は１つだけ）
１．はい



２．いいえ

問15　あなたは普段、どのような方法で情報を得ていますか（あてはまる番号すべてに○）
１．家族や知人に聞く

２．本や雑誌、新聞等で見る

３．テレビで見る

４．インターネット上のネットニュースやＳＮＳ

５．その他

問16　あなたはインターネット上で実名や住所、顔写真や電話番号といったプライバシーを暴露されたり、いわれのない誹謗中傷をうけたことがありますか。（○は１つだけ）
１．はい



２．いいえ

３．わからない


問16で「１．」と答えた方におうかがいします。
問16－（１）　そのときあなたはどうしましたか（あてはまる番号すべてに○）
１．
無視した
２．インターネット上で反論した

３．
自分自身でその内容を削除した。
４．管理人へ削除依頼した
５．相談した

６．その他

問17　あなたはインターネット上の情報やうわさ（○○を飲めば病気が治る等）についてどう思いますか。（○は１つだけ）
１．常に正しいと思っている

２．ほとんどが正しい情報であると思っている

３．ほとんどが間違った情報であると思っている

４．全て間違いであると思っている


問17で「２．」「３．」「４．」と答えた方におうかがいします。
問17－（１）インターネット上の情報について怪しいと思ったとき、あなたは情報の真偽をどのようにして調べますか。（あてはまる番号すべてに○）

１．送信元の情報をインターネットで調べる

２．インターネットの質問サイト（Yahoo!知恵袋やLINE Q等）で質問したり、検索する

３．知人や家族に聞いてみる
４．専門家に聞いてみる

５．そうしたことについて調べる習慣がない
６．その他

11．人権全般についておうかがいします。

問
18　次のような考え方についてあなたはどう思われますか。
（それぞれあてはまる番号１つに○）
	
	そう思う
	どちらかといえばそう思う
	どちらともいえない
	どちらかといえばそう思わない
	そう思わない

	１．ＨＩＶやハンセン病といった感染症等に罹患したことを理由に解雇されるのは経営の観点からするとやむを得ない
	1
	２
	３
	４
	５

	２．就職の面接で人事担当者が就職希望者の家族構成を聞くことは問題である。
	1
	２
	３
	４
	５

	３．企業の採用や昇進において国籍で差が生じるのは問題である
	1
	２
	３
	４
	５

	４．同性婚は認められるべきである。
	1
	２
	３
	４
	５

	５．自分の身内には未婚のまま出産してもらいたくない
	1
	２
	３
	４
	５

	６．結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくても、どちらでもよい
	1
	２
	３
	４
	５

	７．自分の身内に同性愛者はいてほしくない
	1
	２
	３
	４
	５

	８．自分の身内には同和地区の人と結婚してほしくない
	1
	２
	３
	４
	５

	９．同和問題はそっとしておけば自然になくなる問題だから、教育や啓発はしないほうがよい
	1
	２
	３
	４
	５


12．啓発活動についておうかがいします。

問19　大東市では様々な人権課題について啓発活動や事業が行われていますが参加したことはありますか。（○は１つだけ）
１．はい



２．いいえ




問19で「２．」と答えた方におうかがいします。
問19－（１）　その理由は何ですか。
１．興味のある事業ではなかったから

２．日時の都合がつかなかったから

３．人権自体に関心がないから

４．事業の情報が入ってこない

５．なんとなく



６．その他

問20　あなたは、職場および地域で、人権について学びを経験したことがありますか。
(あてはまる番号すべてに○）
１．大学で学んだ

２．職場の研修で学んだ

３．自治体が行う講演会や研修で学んだ

４．市民団体等が行う講演会や研修で学んだ

５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

６．覚えていない


７．受けたことがない

問21　あなたは、人権問題にかかわる次のような法律や条例などを知っていますか。
１.～11.のそれぞれについて選んでください。（それぞれ１つに○）

	
	内容は知っている
	名称は知っているが内容は知らない
	知らない

	１．人種差別撤廃条約（1965）
	１
	2
	3

	２．国際人権規約（1966）
	１
	2
	3

	３．男女共同参画社会基本法（1999）
	１
	2
	3

	４．児童虐待防止法（2000）
	１
	2
	3

	５．ＤＶ防止法（2001）
	１
	2
	3

	６．ヘイトスピーチ解消法（2016）
	１
	2
	3

	７．部落差別解消推進法（2016）
	１
	2
	3

	８．障害者差別解消推進法（2016）
	１
	2
	3

	９． 非核平和都市宣言（１９８３）
	１
	2
	3

	10． 差別撤廃・人権擁護都市宣言（１９９２）
	１
	2
	3

	11．大東市人権尊重のまちづくり条例（２００２）
	１
	2
	3

	1２．大東男女共同参画推進条例（２００７）
	１
	2
	3


問22　ここまでご回答いただいて、今あなたが関心をもつテーマ・問題はなんですか
（あてはまる番号すべてに○）
１．女性の人権について

２．障害者の人権について  　　

３．在日外国人の人権について 

４．部落差別等の同和問題について  　　

５．高齢者の人権について  

６．子どもの人権について  

７．民族問題や人種差別について 

８．ＨＩＶ感染者等の人権について 

９．ハンセン病患者・元患者の人権について   

10．労働者の人権について 

11．犯罪被害者の人権について

12．さまざまな性に関する人権について（性自認や性的指向など）

13．家庭におけるさまざまな人権について（夫婦間の暴力、親子間の虐待など）

14．個人情報の保護について

15．アイヌの人権について

16．インターネット上の人権について

17．刑を終えた人の人権について

18．拉致被害者について

19．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

13．回答者自身についておうかがいします。

問23　あなたの性別は。（○は１つだけ）
１．男性


２．女性

３．その他
問24　あなたの年齢は。（令和２年●月●日現在の満年齢でお答えください。）
（○は１つだけ）
１．18～29歳

２．30～39歳

３．40～49歳
４．50～59歳

５．60～69歳

６．70～79歳
７．80歳以上

問25　あなたがお住まいの場所を教えてください。（○は１つだけ）
１．東部（学園町、錦町、北条１～７、野崎１～４、寺川１～５、中垣内１～７、大字

　　　　 　龍間、大字寺川、大字野崎、大字北条、大字中垣内）

２．中部（北新町、明美の里町、北楠の里町、中楠の里町、南楠の里町、西楠の

　　　　  　里町、北楠の里町、津の辺町、南津の辺町、深野北１～５、三箇１～

　　　　　　６、深野１～５、緑が丘１～２、谷川１～２、曙町、平野屋新町、大東町、

　　　　　　氷野１、泉町１～２、平野屋１～２、御供田１～５、南新田１～２、深野南

　　　　　　町、幸町　、三住町、浜町、住道１～２、川中新町、新町、末広町、栄和

　　　　　　町、扇町、大野１～２

３．西部（御領１～４、氷野２～４、赤井２～３、南郷町、太子田１～３、新田境町、

　　　　　　新田北町、新田西町、新田中町、新田旭町、新田本町、新田東本町、

　　　　　　諸福１～８、灰塚１～６、三洋町。朋来１～２）

【自由意見】
問26　人権問題についてのご意見やご要望がございましたら、ご自由にお書きください。

--------------------------------------------------------------------------

--------------------------------------------------------------------------

--------------------------------------------------------------------------

--------------------------------------------------------------------------

--------------------------------------------------------------------------

以上でアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。
人権に関するアンケート





【ご回答にあたってのお願い】























① 質問には、必ず封筒の宛名のご本人がお答えください。


② ご記入は、黒のボールペン、濃い鉛筆、万年筆などでお願いします。


③ お答えは、あてはまる回答の番号を〇で囲んでください。


④ 各質問の中には、「それぞれ１つに○」「あてはまる番号すべてに○」等、質問によって�〇印の数が異なりますので、それにしたがってお答えください。


⑤ 住所・氏名を書いていただく必要はありません。


　※調査票をご記入いただきましたら、恐縮ですが同封の返信用封筒で●月●日（●）�までにご投函ください。（切手を貼る必要はありません。）























【お問い合わせ先】





大東市役所


担当：市民生活部　人権室


TEL：０７２－８７０―９０６３


FAX: ０７２－８７２－２２６８





この選択肢については次の回答不要です。








�１「人権に関する考え方」は選択肢に「どちらとも言えない」を真ん中に入れる


�問２


問題文：あなたは、今までに、～⇒あなたは、「この５年間に」に変更





�問２－（１）


選択肢：５．セクシャル⇒セクシュアルに変更


　　　　９．削除


　　　　「マタニティ・ハラスメントを受けた」を追加





�問２－（２）


選択肢：８．相手に直接抗議した、９．何もしなかった


⇒１．相手に直接抗議した、２．何もしなかった、に変更





�問４


選択肢に「知人にいる」という選択肢を入れる





�問５、問６を1つにまとめる








�問１１から問１３について


削除し、問題変更





�問１４


問題追加


５．高齢を理由に家や部屋を借りるのを拒否されるのは、止むを得ない





�問題追加


７．子どもが３歳になるまでは母親は育児に専念すべきだ





�選択肢の追加


�選択肢の追加


�１１として「人権全般について」を追加





�選択肢の追加





００
15

